
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の初めにあたって 

                                                           校長 熊倉  勝 

令和６年度が始まりました。１年生５９名を迎え、全児童３５９名でのスタートです。今年度、本

校は開校１５０周年を迎えます。１１月１６日（土）の記念式典・祝賀会をはじめ記念行事を計画・

実施していきます。子供たちが主体的に関わる中で、１５０年をかけて創り上げられた伝統を振り返

り、愛校心や感謝の気持ち、そして、『新しい明化小の歴史を自ら創っていく』という希望を育んで

いきたいと考えています。この１年間、子供を中心に据えて、全ての子供たちが輝く笑顔で生活できるよ

う、教職員一同全力で教育活動に取り組んで参ります。 

 

 

  

 

 

 

 

この教育目標の実現に向け、今年度も「子供のためにやり通す学校 －豊かな体験活動と教養教育を

中心とした『明化ブランド』の教育の推進－」を学校経営の基本方針とし、教育活動を進めるに当たっ

ては、次の３点を大切にしていきたいと考えます。 

①  教育の基盤は、信頼に支えられた人間関係 

「教育は児童理解に始まり、児童理解に終わる」と言われます。子供一人一人のプロセスに合った指導を進める

ことは容易ではありませんが、一人一人を理解しようと努力することは必ずできます。また、人の心を十分理解す

ることはできなくても、その人の心に共感しようとすることは必ずできます。まず、指導者が共感することで、子

供は「この人は私を受け止めてくれる。」と感じます。そこに分かり合えるという「一体感」が形成され、この中

で人と人の信頼関係は生まれてくると信じています。教師と子供の間で信頼が双方向に存在するとき、信頼関

係が成立すると言われます。この双方向の信頼の中で、教師は子供を信じ、子供は安心感をもつことができ

るようになり、学習は促進されていくものと考えます。基本的なしつけは必要ですが、人は「教え込む」こ

とで学習するのではありません。「学ぼう」とする意識をもつことで学習が始まると考えています。そのた

めには、まず教師と子供が互いに認め合うことから始めていきます。 

②  学習指導の基本は、学習者の学習意欲 

問題を解決するとき、提示された問題に対して解決意欲があるのとないとでは、その解決姿勢に差が出て

きます。子供が問題を解決するとき、もっとやってみたいと思う学習指導を行うことを大切にしたいと思っ

ています。そのためには、「解いてみたい」「やってみたい」と思うような問題の提示が必要です。また、

解決途中でつまずいた時には、「間違いの中に宝物がある」という感覚を育てていきたいと考えています。

「なすことによって学ぶ」ことをベースにして、取り返しのつかない失敗以外はその失敗を生かしていくこ

とで、次の活動への意欲につなげていきます。 

③ 教育の評価は、長いスパンでの変容 

子供の行動を一つの場面だけで評価するのは、決めつけにつながり危険です。また、その中で全員を同じ

ように評価することは困難です。学習指導の１時間の中だけで子供を評価することは一面的になることがあ

ります。学習指導の場面では、子供の姿の全体的な評価に近付けるためにいろいろな場面で、長い時間をか

けて評価していきたいと考えています。 

本年度も様々な教育活動を保護者・地域の皆様と共に着実に進めて参ります。ご理解、ご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

                                                         令和６年４月８日 

                                                       文京区立明化小学校                                                     

校 長  熊 倉  勝 

 

教 育 目 標 
  明化の子どもはやり通す 

    ○ やり通す こころとからだ 

        ◎ 人のため 進んでだせる ことばと力 （重点目標） 

            ○ 気づき  考え  つくり出す力 

明化の教育 


